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研究成果の概要（和文）：圧縮性流体力学の常識を覆すスロートのないロケット燃焼機、液体の燃料酸化剤を用
いた推進剤での回転デトネーション作動の物理解明を行った。秒速1500 m/sでの開閉するバルブの原理実証を行
い、プレナムから燃焼器にかけてのデトネーションの伝播による管路の閉塞現象を解明し、圧力増加の限界を明
らかにした。多孔冷却面構造のデトネーションエンジンの物理を解明し、超小型で冷却性能の高いデトネーショ
ンエンジンを明らかにした。観測ロケットS-520-31号機実験にて、システムの宇宙飛行実証に成功するととも
に、S-520-34号機実験のフライトモデルを完成させ、2026年度以降の観測ロケット実験の採択につなげた。

研究成果の概要（英文）：We have elucidated the physics of rotating detonation engine operation with 
a propellant with liquid fuel oxidizer, and with a throatless rocket combustor which defies the 
conventional wisdom of compressible fluid dynamics. A proof-of-principle demonstration of a valve 
that opens and closes at 1500 m/s was performed to elucidate the phenomenon of duct blockage due to 
the propagation of detonation from the plenum to the combustor, and the limits of pressure increase 
were clarified. We clarified the physics of the detonation engine with a porous cooling surface 
structure, and of the ultra-compact detonation engine with high cooling performance. Successful 
space flight demonstration of the system was performed by the sounding rocket S-520-31 experiment, 
and the flight model of the S-520-34 experiment was fabricated, leading to the adoption of the 
sounding rocket experiment S-520-X from FY2026 onward.

研究分野： 航空宇宙工学

キーワード： デトネーション　推進工学　航空宇宙工学　観測ロケット　自律圧縮

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
デトネーション燃焼を利用すると、航空宇宙機の歴史はじまって以来の推進機の超軽量・超高性能化の実現を可
能ならしめることができる。具体的には、デトネーションエンジンを用いることで、輸送コストを低下させ、再
使用宇宙輸送系・軌道間輸送機系（OTV）・ロケット初段・２段等の実現が容易となる。本研究の成果によっ
て、航空宇宙工学分野において1903年のライトフライヤー以来の原理的に高次元の高性能システムを出現させ、
全く新しい航空宇宙分野の学術が切り拓かれる。本研究の成果は、航空宇宙工学の歴史を変え、またエンジンを
含んだシステムの革新に資するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

   

２重円筒型回転デトネーションエンジン  回転デトネーションエンジンの滑走試験 
（Goto et al. Journal of Propulsion and Power 2021） 

上左図のようにデトネーション波を連続的に燃焼器内で維持できれば、この波は通常の

燃焼（ﾃﾞﾌﾗｸﾞﾚｰｼｮﾝ）の 1000 倍以上(2 km/s)で伝播できるため、燃焼器が短縮され(本研究

グループの Kato et al. AIAA  2016-1046)、燃料・酸化剤の混合も極度に促進される（U. 
Michigan, Abul-Huda and Gamba Proc. Comb. Inst. 2016）。さらに、注目点は、衝撃波に

よる圧縮を伴う燃焼波であるため、従来の流体系の推進システムに不可欠の圧縮機－ター

ビン機構や、ポンプ－タービン機構を使用することなしに、高熱効率の推進エンジンを成立

させ得て、その結果、エンジンが機体に統合され、航空宇宙機の歴史はじまって以来の超軽

量・超高性能化が実現できる。デトネーションは原理的には航空宇宙機を 30％～数分の１に軽

量化し、20％から数倍高性能になるため、輸送コストが 100 分の１以下となる再使用宇宙輸送系・

軌道間輸送機系（OTV）への実現に不可欠な技術であるが、原理の解明及び飛行システム実証

が不可避かつ最大の課題となっている。 

 
２．研究の目的 

本研究では、【４つの課題】でこのような単純高性能なエンジンの原理研究を実施しつつ、

【JAXA 宇宙科学研究所の観測ロケット SS-520】を用いて飛行実証を行うことで、新しい航空宇

宙分野の学術を確実に切り拓くことにする。 

これまで、自律圧縮爆轟現象の昇圧メカニズムは、十分に説明できたとはいいきれず、ま

た、自律的な圧力増加の限界値（10～1000）は不明である。そこで、これら最重要の学術的

な知見を得るため、本研究では、(1)自律圧縮爆轟現象の昇圧メカニズムを理解し、(2)自律的

な圧力増加の限界値を解明することを第１及び第２の研究目的とする。 
さらに、第３の研究目的について述べる。多孔冷却壁面構造のデトネーションエンジン

は研究がなされていない。そこで、本研究は、(3)多孔冷却壁面構造のデトネーションエン

ジンの熱的特性を解明する。 
多孔冷却壁面構造のデトネーションエンジンを、現状の回転デトネーションエンジンの

壁面を多孔化することで製作する。多孔壁面燃料・酸化剤インジェクター内に、デトネーシ

ョン波を維持し、そのデトネーション波の構造を明らかにするとともに、多孔壁面への熱流

束、熱伝達率、多孔壁面内での熱環境を実験的・数値的に明らかにする。 
本研究では、 (4-1)ユニット化用エンジンの性能を解明するとともに、デトネーションエンジンユ

ニットを製作し、これらの風洞実験を実施し、推力、抗力、揚力、回転力を計測し、(4-2)ユニット統

合時の推力及び空力特性（揚力、抗力、回転力）を解明する。 

2023 年度には、本研究で解明された原理を元に製作されたデトネーションエンジンにて、世界

最高性能（同一推進剤にて、最高 Isp、最高構造比）の軌道投入飛行実証（観測ロケット SS520 に

て計画中）を行い、システム原理実証する。これら【実証飛行】によって、航空宇宙工学分野にお

いて1903年のライトフライヤー以来の原理的に高レベルに統合化された高性能システムを実

現し、極めて低コストで身近な全く新しい航空宇宙機の世界を確実に実現するための学術を切り

拓く。  
 
３．研究の方法 

(1) 自律圧縮爆轟現象の昇圧の理解に関して 

 本研究グループの過去の研究によって、世界的にみて、自律圧縮爆轟現象の昇圧に関し

て、コンセンサスが得られつつあり、さらに、内筒なしの先進的な定常準１次元レイリー・

境界層発達内部流れのモデルを提案し、２本の査読論文（Yokoo et al. AIAA Journal 2019, 

Yokoo et al. Proceedings of the Combustion Institute 2021）の発表にいたっている。



また、本研究では下図に示す、これまでの圧縮性流体力学の常識を覆すスロートのない、ロ

ケット燃焼機がデトネーションエンジンでは実現できることを物理解明する（Nakata et al. 

Proceedings of the Combustion Institute 2023, Nakata et al. AIAA Journal 2022）。 

 

ノズル最適化（長短ノズル、ダイバージングＲＤＥ） 

 

さらに、下左・中図のような液体燃料を用いた燃料での回転デトネーション作動の物理解

明を行う（Ishihara et al. Journal of Propulsion and Power 2023, Sato et al 

Combustion and Flame 2024(Accepted)）。JAXA 宇宙科学研究所から名大へ、2024 年度の観

測ロケット実験(S-520-34 号機実験、２度目の観測ロケット実験)への本研究のデトネーシ

ョンエンジンユニットの搭載の依頼があり、2024 年 8 月に宇宙飛行実験を実施する（下右

図）。さらに、軌道上実証・実用化を目的とし、三菱重工業と 2020 年度に開始した共同研究

を発展させ、水素-酸素系 RDE の世界最高性能（Isp=436 秒）を確認する。 

 

   

     

エタノール-N2O 液体推進剤回転デトネーションエンジン   S-520-34 号機実験 

 

さらに、下図のような液体酸素（LOX）を用いた回転デトネーション実験を実施し、液体

燃料回転デトネーションエンジン研究を本格化させる。JAXA 宇宙科学研究所の 2026 年以降

の観測ロケット実験（S-520, ３度目の観測ロケット実験）に本エンジンの飛行実証計画が

採択されており、その実験搭載に向けた基礎物理を解明する。この実験に成功すれば、完全

なるデトネーションロケットシステムの実現に繋がるため世界的にみて、大きなインパク

トがもたらされる。また、先端的な液体化学推進剤のデトネーション応用研究も実施する。 

 

タンク込みシステム開発(上図は LOX の場合の開発用環境) 

 

(2) 圧力増加の限界値（１０－１０００）の解明に関して 

 回転型の高速バルブを研究し、秒速 1500 m/s での開閉するバルブの原理実証を行う。ま

た、バルブを用いない、静的な回転デトネーションエンジンに関しては、その最大値は、本

グループが報告していた 150%近傍であることが、世界的にコンセンサスを得る段階になっ

ており、本グループの先見性が証明されている。したがって、プレナムから燃焼器にかけて



のデトネーションの伝播による管路の閉塞（一部が逆流する現象）に関する基礎物理の解明

を実施する（Goto et al. Shock Waves 2020）。 

(3) 多孔冷却面構造のデトネーションエンジンの熱的特性の解明に関して 

 すでに、多孔冷却面構造のデトネーションエンジンは、20 mm の直径、20mm の長さで 900K

程度の熱平衡に到達する長秒の実験結果を得ている。つまり、わずか 20 mm 程度のエンジ

ンにて、熱制御しながら高い C*効率（95%以上）の音速ジェットを生成可能であることを示

す実験を実施する(Goto et al. Journal of Propulsion and Power 2022)。このエンジン

は、三菱重工業との共同研究にて、軌道上実証・実用化を目指し、世界を先導する。 

 

多孔冷却面構造デトネーションエンジン（フィルム再生冷却ＲＤＥ） 

(4) デトネーションエンジンユニットに関して 

 デトネーションエンジンユニットに必要な、アビオニクス、ユニット構造及びインター

フェイス、プロジェクト管理手法、地上支援設備（アビオニクス、気体充填用）、３Ｄプ

リンタによるエンジン造形、システムエンジニアリング（サブコンポーネント、要素、フ

ライトオペレ－ションを見通した開発手法）、環境試験（ダイナミックバランス試験、振

動・衝撃試験）手法を獲得する。 

2021 年度には、S-520-31 号機でフライトオペレーションを実施し（１回目の観測ロケ

ット実験）（Goto et al. Journal of Spacecraft and Rocket 2023, Buyakofu et al. 

Journal of Spacecraft and Rocket 2023）、フライトシステムの宇宙実証を行う。 

以上から、2024 年度及び 2026 年度以降の観測ロケット（２回目、３回目の観測ロケッ

ト実験）でのフライトオペレ－ションを可能とする技術を獲得し、バス機器（アビオニク

ス等）の研究開発を完了させる。 

 

デトネーションエンジンユニット  アレイ化開発（3D プリンタを用いたクラスタ RDE） 
日本燃焼学会美しい炎の写真展最優秀作品賞受賞 

 

観測ロケット S-520-31 号機による回転デトネーションエンジン飛行実証 

 

４．研究成果 

(1)自律圧縮爆轟現象の昇圧メカニズムの理解に関しての成果 
内筒なしの先進的な定常準１次元レイリー・境界層発達内部流れのモデルを提案し、２本

の査読論文（Yokoo et al. AIAA Journal 2019, Yokoo et al. Proceedings of the 



Combustion Institute 2021）によって、ロケット燃焼器内部流れの常識（燃焼速度が遅い

ので、ロケット燃焼チャンバー内は低マッハ数）は、根底から覆された。さらに、これまで

の圧縮性流体力学の常識を覆すスロートのない、ロケット燃焼機がデトネーションエンジ

ンでは実現できることを発見した（Nakata et al. Proceedings of the Combustion 

Institute 2023, Nakata et al. AIAA Journal 2022）、教科書を書き換えることになり、

学術的価値は極めて高い。さらに、液体燃料（エタノール）を用いた燃料での回転デトネー

ション作動にも成功（Ishihara et al. Journal of Propulsion and Power 2023, Sato et 

al Combustion and Flame 2024(Accepted)）しており、回転デトネーションエンジン分野

において、高密度推進剤の使用の可能性を一気に切り拓くものであり、この成果も大きな価

値がある。 

(2)圧力増加の限界値（10～1000）の解明に関しての成果 
回転型の高速バルブの研究に成功し、秒速 1500 m/s での開閉するバルブの原理実証に成

功している。これによって、デトネーション波の伝播と同期したバルブの開閉が可能とな

り、デトネーションエンジン分野において圧力増大をもたらす大きな技術革新に繋がると

考えている。また、バルブを用いない、静的な回転デトネーションエンジンとは、異なる点

（動的なバルブ付きの回転デトネーションエンジン）を研究分野にもたらす点でも、意義は

大きい。また、プレナムから燃焼器にかけてのデトネーションの伝播による管路の閉塞（一

部が逆流する現象）に関する基礎物理の解明（Goto et al. Shock Waves 2021）は、圧力増

加の限界値を考える上で、最も基礎となる知見であり、学術的価値がある。 

(3)多孔冷却壁面構造のデトネーションエンジンの熱的特性の解明に関しての成果 
多孔冷却面構造のデトネーションエンジンは、わずか 20 mm 程度のエンジンにて、熱制

御しながら高い C*効率（95%以上）の音速ジェットを生成可能であることが示された成果

(Goto et al. Journal of Propulsion and Power 2022)は、すでに燃焼機コンポーネント

として成立したことを実証しており、工学システムとしての学術価値が極めて高く、実応用

に道を切り開く成果でもある。また、伝熱・熱流体機構としても、大変興味深い成果であり、

今後の成果も期待される。 

(4)デトネーションエンジンユニットに関しての成果 
2024 年度の観測ロケットでのフライトオペレ－ションを可能とする技術を獲得し、バス

機器（アビオニクス等）の開発を完了している（Goto et al. Journal of Spacecraft 

and Rocket 2023, Buyakofu et al. Journal of Spacecraft and Rocket 2023）。観測ロ

ケットを用いた革新的ロケットシステムの実証は、総合工学としての航空宇宙工学におい

て、ライト兄弟以来の極めて重要な意味をもつ。本グループのデトネーションエンジンユ

ニットは、この５年間で３回、米国航空宇宙学会の PGC 技術委員会を代表する写真として

AIAA Year in Review に掲載されており、米国機械学会のデトネーションエンジン特集で

は、見開き写真で取り上げられた（米国航空宇宙学会 Pressure Gain Combustion Vest 

Paper Award 2022 を受賞）。世界的なインパクトは、計り知れないほど、大きい。本研究

に対し 2021 年度日本機械学会宇宙工学部門宇宙賞、日本衝撃波研究会 Glass 

Memorial Lecture Award、2022 年度 Institute of Dynamics of Explosion 

and Reactive Systems (IDERS), Rem I. Soloukhin Award，一般社団法人機器

研究会流体科学研究賞が授与された。 

(1)～(3)の成果を踏まえ(4)で実施したシステム実証の成果は、航空宇宙工学分野におい

て 1903 年のライトフライヤー以来の原理的に高次元の高性能システムを出現させ、全く新し

い航空宇宙分野の学術を切り拓いた。発電用・航空用ガスタービンエンジンへ本原理が応用され

ると、8 ポイント以上熱効率が向上する。天然ガス・石油による火力発電世界の発電量は、10.2 兆

kWh（IEA、 World Energy Outlook）であり、その効率が 8 ポイント以上改善されると仮定すると、

816 億 kWh 以上（1kWh=10 円で換算すると、8.16 兆円／年の削減）の省エネルギー効果となり、

つまり、関連分野で 10～100 兆円／年以上の経済効果が期待される。そのため、米国、フランスで

はエネルギー省から 100 億円規模の研究（NASA、 GE、 Rolls-Royce、 Boeing、 Aerojet 

Rocketdye、 AFRL、 NRL、パデュー大学、メリーランド大、ワシントン大、ENSMA、 MBDA、 

Safran(SNECMA）)を受託展開している。NASA は 2030 年代までに 3 度の RDE 宇宙飛行実証を計

画している。 

本研究の成果は、航空宇宙工学の歴史を変え、またエンジンの超高熱効率化に資するもので

あると、各国から認識されている。 
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伸介,山田和彦,北川幸樹, 戸部裕史, 岩崎祥大, 和田明哲

笠原次郎

笠原次郎

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

デトネーションエンジンの研究開発

観測ロケットS-520-31号機による宇宙飛行実証用デトネーションエンジンの開発

観測ロケットを用いたデトネーションエンジンの宇宙飛行実証（基調講演，デトネーション分野)

デトネーション推進システムの創成

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 2nd International Workshop on Near Limit Flames, July 27-28, 2019, Peking University, Beijing, China.（招待講演）（国際
学会）

Summer School on Detonation, July 27, 2019, Tsinghua University, Beijing, China.（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

J. Kasahara

 ２．発表標題

J. Kasahara

J. Kasahara

J. Kasahara,

10 th Internatinal Workshop on Detonation for Proulsion, September, 2019 in St. Petersburg, Russia（招待講演）（国際学会）

26th International Colloquium on the Dynamics of Explosions and Reactive Systems, July 28-August 2, 2019, Beijing, China.
（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Rotating Detonation (Lecture 4)

Rocket Application and Sounding Rocket Experiment of Rotating Detonation Engine Technology

Rotating and Pulse Detonation Engines System Development for the Sounding Rocket S520-31 Space Flight Experiment (Plenary
Lecture)

Space flight demonstration of rotating and pulse detonation engines by sounding rocket S520-31 (Invited Overview)

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Asian Joint Conference on Propulsion and Power (AJCPP) 2021, 3-5 March 2021, Virtual Conference.（国際学会）

Asian Joint Conference on Propulsion and Power (AJCPP) 2021, 3-5 March 2021, Virtual Conference.（国際学会）

S. Sawada, K. Goto, K. Ishihara, A. Kawasaki, K. Matsuoka, and J. Kasahara, A. Matsuo, I. Funaki

K. Ishihara, K. Yoneyama, S. Ito, H. Watanabe, N. Itouyama, A. Kawasaki, K. Matsuoka, J. Kasahara, A. Matsuo, and I. Funaki

R. Yokoo, K. Goto, J. Kasahara, V. Athmanathan, J. Braun, G. Paniagua, T. Meyer, A. Kawasaki, K. Matsuoka, A. Matsuo, I.
Funaki

H. Sun, A. Kawasaki, K. Matsuoka, J. Kasahara

38th International Symposium on Combustion, 24-29 January 2021, Adelaide, Australia.（国際学会）

38th International Symposium on Combustion, 24-29 January 2021, Adelaide, Australia.（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Experimental Study of Torque Around the Thrust Axis on a Rotating Detonation Engine

Study on the Effect of the Difference between Detonation and Constantpressure Combustion on Thrust Characteristics

Experimental Study of Internal Flow Structures in Cylindrical Rotating Detonation Engines

A Study on Detonation-Diffraction Reflection Point Distances in H2/O2, C2H2/O2, and C2H4/O2 Systems

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

38th International Symposium on Combustion, 24-29 January 2021, Adelaide, Australia.（国際学会）

38th International Symposium on Combustion, 24-29 January 2021, Adelaide, Australia.（国際学会）

AIAA 2021-1029, AIAA SciTech 2021 Forum, January 2021, VIRTUAL EVENT（国際学会）

AIAA 2021-0295, AIAA SciTech 2021 Forum, January 2021, VIRTUAL EVENT（国際学会）

H. Watanabe, A. Matsuo, A. Chinnayya, K. Matsuoka, A. Kawasaki, J. Kasahara

K. Goto, K. Ota, A. Kawasaki, H. Watanabe, N. Itouyama, K. Matsuoka, J. Kasahara, A. Matsuo and I. Funaki

S. Sawada, A. Kawasaki, K. Matsuoka, J. Kasahara, A. Matsuo and I. Funaki

M. Yamaguchi, K. Matsuoka, A. Kawasaki, J. Kasahara, H. Watanabe, A. Matsuo

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Numerical Analysis on Behavior of Dilute Water Droplets in Detonation

Propulsive Performance of Cylindrical Rotating Detonation Engine with Propellant Injection Cooing

Experimental Measurement of Torque and Force on a Rotating Detonation Engine with Six-Axis Force Sensor

Investigation of combustion modes and pressure of reflective shuttling detonation combustor

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

AIAA 2020-3879, AIAA Propulsion and Energy 2020, Aug. 24-28, 2020, Virtual event（国際学会）

AIAA-2020-0202, AIAA SciTech Forum, Jan. 6-10, 2020, Orland, Florida, USA（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

R. Yokoo, K. Goto, A. Kawasaki, K. Matsuoka, J. Kasahara, A. Matsuo, I. Funaki

 ２．発表標題

J. Kasahara, K. Goto, R. Yokoo, B. Valentin, A. Kawasaki, K. Matsuoka, and K. Matsuyama

K. Goto, K. Ota, A. Kawasaki, H. Watanabe, N. Itouyama, K. Matsuoka, J. Kasahara, A. Matsuo, I. Funaki

T. Suzuki, A. Matsuo, Y. Daimon, H. Kawashima, A. Kawasaki, K. Matsuoka, and J. Kasahara

12th International Colloquium on Pulsed and Continuous Detonations, 19-22 October, 2020, St. Petersburg, Russia.（国際学会）

AIAA-2020-3855, AIAA Propulsion and Energy 2020, Aug. 24-28, 2020, Virtual event（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Combustion Pressure Distributions and Thrust Performances in Small Cylindrical Rotating Detonation Engines

Research and Development of Detonation Engine System for the Sounding Rocket Flight Experiment S-520-31

Cylindrical Rotating Detonation Engine Cooling by Means of Propellant Injection

Prediction of Pressure Loss in Injector for Rotating Detonation Engines Using Single-element Simulations

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

AIAA-2020-0923, AIAA SciTech Forum, Jan. 6-10, 2020, Orland, Florida, USA（国際学会）

AIAA-2020-1171, AIAA SciTech Forum, Jan. 6-10, 2020, Orland, Florida, USA（国際学会）

M. Asahara, J. Kasahara, M. Matsuoka, A. Kawasaki

M. Yamaguchi, K. Matsuoka, A. Kawasaki, J. Kasahara

T. Sato, K. Matsuoka, A. Kawasaki, J. Kasahara

17.H. Watanabe, A. Matsuo, A. Chinnayya, K. Matsuoka, A. Kawasaki, J. Kasahara

AIAA-2019-3872, AIAA Propulsion and Energy, Aug. 19-22, 2019, Indianapolis, Indiana, USA（国際学会）

AIAA-2019-4132, AIAA Propulsion and Energy, Aug. 19-22, 2019, Indianapolis, Indiana, USA（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Pressure and Visualization Measurements on Pulsed Combustor Thrustor

Mode Classification of Combustion and Propulsive Performance of Reflective Shuttling Detonation Combustor

Experimental Study on Shortening Deflagration-to-Detonation Transition by Nanosecond Laser Ignition

Numerical Investigation on Characteristic Lengths for Gaseous Detonation with Dilute Water Spray

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

AIAA-2019-4298, AIAA Propulsion and Energy, Aug. 19-22, 2019, Indianapolis, Indiana, USA（国際学会）

27th International Colloquium on the Dynamics of Explosions and Reactive Systems, July 28-August 2, 2019, Beijing, China（国
際学会）

27th International Colloquium on the Dynamics of Explosions and Reactive Systems, July 28-August 2, 2019, Beijing, China.
（国際学会）

27th International Colloquium on the Dynamics of Explosions and Reactive Systems, July 28-August 2, 2019, Beijing, China.
（国際学会）

H. Watanabe, A. Matsuo, A. Chinnayya, K. Matsuoka, A. Kawasaki, J. Kasahara

T. Sato, K. Matsuoka, A. Kawasaki, J. Kasahara

S. Shigeoka, A. Matsuo, A. Kawasaki, J. Kasahara, K. Matsuoka

A. Kawasaki, R. Yokoo, K. Goto, J.H. Kim, K. Matsuoka, J. Kasahara, A. Matsuo, I. Funaki

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Numerical Investigation on Effect of Dilute Water Spray on Mean Structure for Gaseous Detonation

Experimental Study on Deflagration-to-Detonation Transition Shortening by Nanosecond Pulsed Laser Ignition

The Numerical Investigation of Hydrogen Detonation Propagating in Semi-Confined Layers

An Experimental Study of In-Space Rotating Detonation Rocket Engine with Cylindrical Configuration

 １．発表者名



2019年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第3回観測ロケットシンポジウム，オンライン，2021年3月24-25日

2020年度衝撃波シンポジウム, オンライン，2021年3月3-5日

 ３．学会等名

 ３．学会等名

中田耕太郎，太田光星，石原一輝，後藤啓介，伊東山登，渡部広吾輝，川﨑央，松岡健，笠原次郎，松尾亜紀子，船木一幸

 ２．発表標題

K. Goto, A. Kawasaki, K. Matsuoka, J. Kasahara, A. Matsuo, D. Nakata, R. Yokoo, J. Kim, I. Funaki, M. Uchiumi

松岡健，笠原次郎，松山行一，川崎央，伊東山登，渡部広吾輝，後藤啓介，ブヤコフバレンティン，石原一輝，秋元雄希，野田朋之，松尾
亜紀子，船木一幸，中田大将，内海政春，羽生宏人，竹内伸介，荒川聡，増田純一，前原健次，山田和彦，和田明哲

笠原次郎，松山行一，松岡健，川崎央，渡部広吾輝，伊東山登，後藤啓介，石原一輝，松尾亜紀子，船木一幸，中田大将，内海政春，羽生
宏人，竹内伸介，荒川聡，増田純一，前原健次，和田明哲，山田和彦

27th International Colloquium on the Dynamics of Explosions and Reactive Systems, July 28-August 2, 2019, Beijing, China（国
際学会）

第3回観測ロケットシンポジウム，オンライン，2021年3月24-25日

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

拡大流路を有する単円筒回転デトネーションエンジンに関する研究

Propulsive Performance of Rotating Detonation Engines in CH4/O2 and C2H4/O2 for Flight Experiment

観測ロケットS-520-31号機プロジェクト：デトネーションエンジンシステムの宇宙実証

観測ロケットS-520を用いた液体推進剤デトネーションキックモーター飛行実証実験

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2020年度衝撃波シンポジウム, オンライン，2021年3月3-5日

2020年度衝撃波シンポジウム, オンライン，2021年3月3-5日

孫涵，川﨑央，伊東山登，渡部広吾輝，松岡健，笠原次郎

太田光星，鈴木遼太郎，中田耕太郎，服部花凜，伊藤志朗，石原一輝，後藤啓介，伊東山登，渡部広吾輝，川﨑央，松岡健，笠原次郎，松
尾亜紀子，船木一幸，川島秀人，松山新吾，丹野英幸

服部花凜，太田光星，石原一輝，後藤啓介，伊東山登，渡部広吾輝，川﨑央，松岡健，笠原次郎，松尾亜紀子，船木一幸

川﨑央，野田朋之，ブヤコフバレンティン，石原一輝，後藤啓介，伊東山登，渡部広吾輝，松岡健，松山行一，笠原次郎，松尾亜紀子，船
木一幸，中田大将，内海政春，竹内伸介，岩崎祥大，和田明哲，増田純一，荒川聡，羽生宏人，山田和彦

2020年度衝撃波シンポジウム, オンライン，2021年3月3-5日

令和二年度宇宙輸送シンポジウム，オンライン，2021年1月14-15日

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

水素・酸素及び炭化水素・酸素混合気におけるデトネーション回折時の特性長に対する当量比の影響調査

ラティス構造インジェクターを有する単円筒回転デトネーションエンジンに関する研究

ディティブ・マニュファクチャリング回転デトネーションエンジンの研究

S-520-31号機によるデトネーションエンジン実験の進捗状況：デトネーションエンジンシステム

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

令和二年度宇宙輸送シンポジウム，オンライン，2021年1月14-15日

令和二年度宇宙輸送シンポジウム，オンライン，2021年1月14-15日

令和二年度宇宙輸送シンポジウム，オンライン，2021年1月14-15日

令和二年度宇宙輸送シンポジウム，オンライン，2021年1月14-15日

渡部広吾，伊藤志朗，伊東山登，川﨑央，松岡健，松山行一，笠原次郎，松尾亜紀子，船木一幸，竹内伸介，岩崎祥大，和田明哲，増田純
一，荒川聡，羽生宏人，山田和彦 ，S-520-31号機によるデトネーションエンジン実験の進捗状況：飛行経路および姿勢予測

松岡健，後藤啓介，ブヤコフバレンティン，石原一輝，野田朋之，伊東山登，川﨑央，渡部広吾輝，松山行一，笠原次郎，松尾亜紀子，船
木一幸，中田大将，内海政春，竹内伸介，岩崎祥大，和田明哲，増田純一，荒川聡，羽生宏人，山田和彦

中田大将，有松昂輝，内海政春，後藤啓介，松岡健，笠原次郎

伊東山登，ブヤコフバレンティン，野田朋之，石原一輝，後藤啓介，川﨑央，渡部広吾輝，松岡健，松山行一，笠原次郎，松尾亜紀子，船
木一幸，中田大将，内海政春，竹内伸介，岩崎祥大，和田明哲，増田純一，荒川聡，羽生宏人，山田和彦

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

S-520-31号機によるデトネーションエンジン実験の進捗状況：飛行経路および姿勢予測

S-520-31号機によるデトネーションエンジン実験の進捗状況：回転デトネーションエンジン

ガス推進剤ブローダウン時の排出流量予測

S-520-31号機によるデトネーションエンジン実験の進捗状況：パルスデトネーションエンジン

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第58回燃焼シンポジウム，オンライン，2020年12月2-4日

第58回燃焼シンポジウム，オンライン，2020年12月2-4日

 ３．学会等名

 ３．学会等名

野田朋之，松岡健，川﨑央，渡部広吾輝，伊東山登，笠原次郎

 ２．発表標題

渡部広吾輝，松尾亜紀子，Ashwin Chinnayya, 松岡健，川﨑央，笠原次郎

川﨑央，孫涵，伊東山登，渡部広吾輝，松岡健，笠原次郎

田口知哉，松岡健，川﨑央，渡部広吾輝，伊東山登，笠原次郎

第58回燃焼シンポジウム，オンライン，2020年12月2-4日

第58回燃焼シンポジウム，オンライン，2020年12月2-4日

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

大インレット断面積を有する回転デトネーションエンジンの作動特性

初期直径分布を有する希薄な水液滴群を含む気相デトネーションの平均構造と液滴挙動に関する数値解析

気相デトネーションの反射点距離に与える希釈種の影響に関する実験的検討

矩形反射往復型デトネーションエンジンの推進性能評価

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第58回燃焼シンポジウム，オンライン，2020年12月2-4日

第64回宇宙科学技術連合講演会，オンライン，2K08，2020/10/28

伊東山登, 伊里友一朗, 三宅淳巳, 笠原次郎, 羽生宏人

伊東山登, 和田明哲, 松永浩貴, 笠原次郎, 羽生宏人

中川 寛大, 渡部 広吾輝, 川崎 央, 松岡 健, 笠原 次郎, 松尾 亜紀子, 船木 一幸

孫 涵, 川﨑 央, 渡部 広吾輝, 伊東山 登, 松岡 健, 笠原 次郎

流体力学講演会／航空宇宙数値シミュレーション技術シンポジウム2020オンライン, 2020年9月28-30日, オンライン

流体力学講演会／航空宇宙数値シミュレーション技術シンポジウム2020オンライン, 2020年9月28-30日, オンライン

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

詳細化学反応を用いた高エネルギイオン液体推進薬の着火特性解析

高エネルギーイオン液体の一液推進機応用に関する研究

燃料推進剤エンタルピー差駆動タービンバルブを用いたデトネーションエンジンの研究
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 ３．学会等名

 ３．学会等名
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流体力学講演会／航空宇宙数値シミュレーション技術シンポジウム2020オンライン, 2020年9月28-30日, オンライン

流体力学講演会／航空宇宙数値シミュレーション技術シンポジウム2020オンライン, 2020年9月28-30日, オンライン

流体力学講演会／航空宇宙数値シミュレーション技術シンポジウム2020オンライン, 2020年9月28-30日, オンライン

流体力学講演会／航空宇宙数値シミュレーション技術シンポジウム2020オンライン, 2020年9月28-30日, オンライン

太田 光星，後藤 啓介，川﨑 央，渡部 広吾輝，伊東山 登，松岡 健，笠原 次郎，松尾 亜紀子， 船木 一幸

鈴木 寛人, 松尾 亜紀子, 大門 優, 川島 秀人, 川﨑 央, 松岡 健, 笠原 次郎

澤田 悟, 後藤 啓介, 石原 一輝, 川崎 央, 松岡 健, 笠原 次郎, 松尾 亜紀子, 船木 一幸

佐藤 朋之, 松岡 健, 川﨑 央, 笠原 次郎
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 ４．発表年
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 １．発表者名

 １．発表者名

推進剤噴射冷却機構を有する単円筒回転デトネーションエンジンの推進性能に関する研究

単一噴射器シミュレーションによる回転デトネーションエンジンの噴射圧力損失予測手法の提案

回転デトネーションエンジンにおいて発生するトルクおよび力の6軸力覚センサを用いた計測

壁面近傍でのパルスレーザー点火における火炎挙動に関する実験研究
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笠原 次郎，後藤 啓介, 川﨑 央，松岡 健， 松尾 亜紀子, 船木 一幸，中田 大将，内海 政春

 ２．発表標題

伊東山登, 笠原次郎, 羽生宏人

川﨑 央，横尾 颯也，松岡 健，笠原 次郎，松尾 亜紀子，船木 一幸

渡部 広吾輝，松尾 亜紀子，Ashwin Chinnayya，松岡 健，川﨑 央，笠原 次郎
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観測ロケットを用いた回転デトネーションエンジンの宇宙飛行実証研究

レーザ輻射加熱による高エネルギーイオン液体推進薬の着火に関する研究
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回転デトネーションエンジン開発のためのインジェクタ圧力損失予測手法の提案
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観測ロケットS520-31号機搭載用メタン-酸素パルスデトネーションエンジンの研究開発

平行２平面矩形デトネーション燃焼器内における燃焼形態とその推進性能

既燃ガス逆流を含む回転デトネーションサイクルに関する実験研究

回転デトネーションエンジンの燃焼室モデル化手法の検討
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第57回燃焼シンポジウム, 2019年11月20-22日, 札幌コンベンションセンター, 札幌.

第57回燃焼シンポジウム, 2019年11月20-22日, 札幌コンベンションセンター, 札幌.
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横尾 颯也，後藤 啓介, 川﨑 央，松岡 健，笠原 次郎, 松尾 亜紀子，船木 一幸

笠原次郎，松岡健，川﨑央，松山行一，後藤啓介，松尾亜紀子，船木一幸，丸祐介，羽生宏人，竹内伸介，山田和彦，北川幸樹，戸部裕
史，山田和彦，荒川聡，岩崎祥大，和田明哲，中田大将，内海政春，遠藤琢磨，石井一洋，徳留真一郎，野中聡，小島孝之，川島秀人，庄
司烈

笠原 次郎，松岡 健，川崎 央，後藤 啓介，横尾 颯也，ブヤコフ バレンティン，松尾 亜紀子，船木 一幸，中田 大将，内海 政春，羽生
宏人，竹内 伸介，山田 和彦，北川 幸樹，戸部 裕史，岩崎 祥大，和田 明哲

第 2 回 観測ロケットシンポジウム, 2019年8月5-6日, JAXA 宇宙科学研究所

第 2 回 観測ロケットシンポジウム, 2019年8月5-6日, JAXA 宇宙科学研究所
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中空型燃焼器を持つ回転デトネーションエンジンの特性に関する数値解析

単純円筒小型回転デトネーションエンジンにおける燃焼室軸方向圧力分布構造に関する実験的研究

観測ロケットＳＳ５２０を用いたデトネーションキックモーター軌道投入実証実験

観測ロケット S520-31 号機による宇宙飛行実証用デトネーションエンジンの開発 とその展開
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